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わたしたちのまち

麻溝は今…

◇人口18，593人（13人増）

芳　9，360人（7人増）

女　92㍊人（6人増）

◇世帯数7250せ帯（6増）

令和3咋8HI目視釦蘭月比）

淵履さきぞン
訊酌協動断郡家静行／

今年度発行の公民館情報紙は、予算の関係で6月・12月・3月の3回です。しかしながら先の

見えないコロナ禍において、公民館の今を伝えることが重要と考えます云そこで、部数を大幅に

減らしての紙ベースとホームページを活用してのデータベースで情報をお届けします。

貢匂事業報告

－、「『■1Jr『

㍉十．十二

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て

コ
ロ
ナ
禍
の
7
月
、
参
加
者
に
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
協
力
し
て
も
ら

い
な
が
ら
2
事
業
を
実
施
。
久
し
ぶ
り
の
催
し
に
、
公
民
飴
は
社
会

教
育
の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
で
8
月
の
1
事
業
を
延
期
し
ま
し
た
。

招
紺
欝

余
り
符
与
塵
し
い
デ
ス

ヱ
サ
や
り
窒
が
ん
ば
り
査
す

濃
郡

黍㌢一、、

g
よ
く
茸
た

虎
虜
が
こ
ぞ
ア
い
る
筈

毎
ク
と
予
備
ク
た

お
宮
ん
お
婿
さ
ん
と

い
ろ
い
ろ
な
お
経
が
で
き
た

曾
l
。
ド
純
絹
，
り
外
ド

篭
電
離
闘



増刊号　　　　　　　　　　　　　公民館報　あ　さ　み　ぞ　　　　　　　　　　　　　　（2）

点密度の淵
男顔訝〝きその方まで願ゲます／
令和3年度の前半が終わろうとしています。事業が思うようにできない中、今すべきことに

全力で取り組んでいる専門部、専門委員会の頑張りをお伝えします。

㍉工㍉1二十・
ゝ＜つとい・まなび

忠ようこそか∴中学

コロナが早く収まって大

勢の子ども達と活動したい。今

後の思いとしては、作品づくりを通
して自分でやり遂げたという成果が

わかる物を残し、思い出づくりと共

に考える力を育てていきたい。

委員会
みんなとの交流ができない現

一日も早く笑顔が

戻ってくることを願い
ウエルカムボードを

作成しました　職員

私たちぽ’廃港公民館の
今”を伝えていきたい。館報は

年3回の発行を続けたい。ホーム
ページはリアルタイムを基本にZoom

などで情報交換が出来るものを検討
したい。多くの人に興味を持っても
らえるよう活動していきます。

状で、公民館ロビーに紙を使っての
ツイッター的な掲示板を設けて場所
づくりを行っています。遠慮しない
で参加してください。みんなで楽し
く子育てをしましょう！

広報委員が専門部、専門委員会に

インタビューしまとめたものです
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靴から例事業案

日　時12月18日（土）・19日（日）

午前10時′〉正午

午後　1時′｝午後3時30分

会　場　麻溝公民館

内　容　麻溝公民館区内在住・在勤の方、

または麻溝地区で活動するサークル・

団体の方による書道・絵画・水墨画・

写真・手工芸などの力作が一堂に展示

されます

令和3年度

※コロナ禍における子ども達への負担を考慮し、今年度も

保育園・幼稚園・小中学校・高校・大学への出品依頼を自粛

します

※コロナ対策については下記をご覧ください

※駐車場が痍いため、徒歩、自転車または公共交通機関を

ご利用ください。ご理解、ご協力をお願いします

¢

ヽ

闇奏‾‘き

第29回麻溝クラシックコンサート

フルート名曲コンサート
～靡教に診るいやしの慶辞”

日　時11月21日旧）午後3時30分開演

会　場　麻溝公民館大会議室

出　演　西原奏子（フルート）大木雅子（ピアノ）

入場料　500円（乳幼児不可）

※入場券は10月23日（土）販売細始

初心者のためのパソコン講習会

柳とカレンク」を伊うう’’

日　時11月18日（木）・19日（金）

25日（木）・26日（金）

27日（土）　全5国

午前9時′、ノ正午

会　場　麻溝公民館講習室

対　象　館区内在住・在勤の成人の方

※定員・参加費・申込期間は未定

♪ぞうきんクラブ♪10月8日（金）・11月12日（金）・12月10日（金）
この紛＃　歴畢妙11月16日（火｝　しめなわづくり講習会12月5日伯）

※状況によっては中止・廷耕になる場合もあります

昨
年
来
公
民
館
活
動
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
滞
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
少
し
で
も
公
民
館
を
「
つ
ど
い
・

ま
な
び
・
ふ
れ
合
う
」
場
に
し
て
い
こ
う

と
模
索
す
る
日
々
で
す
。

事
業
実
施
に
お
き
ま
し
て
は
、
参
加

者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
新
た
な
学

習
形
態
、
人
数
制
限
、
時
間
短
縮
、
消
毒

の
徹
底
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
コ
ロ
ナ

対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
以
外
の
来
館
時
に
も
自

宅
で
の
検
温
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
地
区
文
化
展
の
コ
ロ
ナ
対
策
】

三
密
回
避

・
コ
ン
パ
ク
ト
な
開
会
式
と
閉
会
式

・
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫

・
入
場
と
入
室
の
人
数
詞
盤

・
少
人
数
（
当
番
制
）
で
の
運
営

消
毒
を
換
気
の
徹
痕

・
朝
昼
夕
一
日
三
回
の
館
内
消
毒

（
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
入
場
不
可
）

董
着
へ
の
お
揃
い

・
受
付
用
紙
に
氏
名
と
連
絡
先
を
記
入

事
務
局
で
保
管
し
1
か
月
後
に
破
棄
）

・
入
場
時
の
靴
底
と
手
指
の
消
毒

・
自
宅
で
の
検
温
及
び
来
館
時
の
検
温

・
マ
ス
ク
の
着
用

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ

・
順
路
に
沿
っ
て
鑑
賞

止
事
業
に
つ
い
て

ご
高
齢
者
や
不
特
定
多
数
が
集
う
3
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と

が
難
し
く
、
や
む
を
得
ず
中
止
い
た
し
ま
す
。

さ
い
か
ち
学
級
（
高
齢
者
学
級
）

地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

※
9
月
1
0
日
時
点
で
の
中
止
情
報
で
す

今
後
、
状
況
に
よ
り
さ
ら
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

公
民
館
窓
口
、
掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
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お待たせ新着本

「おらやのじかんにきたとら」　　　　　　「ザリガニの鳴くところ」

ジュディス・カー　　　　　　　　ディーリア・オーエンズ
「こくまちゃんとどうぶつえん」　　　　　「JR上野駅公園□」　　　　　柳美里

わかやまけん　「オルタネート」　　　　加藤シゲアキ

「わたしたちのカメムシずかん」　　　　　「十津川警部捜査行」　　　西村宗太郎

鈴木海花　「ポケット詩集3」　　　　田中和雄
「渋沢栄一日本経済の父とよばれた男」　「水を縫う」　　　　　　　寺地はるな

壱川慶喜　「イチケイのカラス上・下」浅見理都

大人にも読んで欲しい児童書。絵本
「ふたりはともだち」

アーノルド・ローベル
「へい才つとせんそう」

たにかわしゅんだろう
「ルドルフとイッパイアッテナ」斉藤洋

「マチルタは小さな大天才」

ロアルド・タール
「もりの100かいだてのいえ」

いわいとしお

「ぼくは、エルフイーのあったかい

おなかを、いつもまくらにするの

が、すさだった。」
くず一つとずっとだいすきだよ〉
作・絵：ハンス・ウイルヘルム
訳　：久山太市

一十ご…■り

苓；㌍上∴

即納

次回の238号は、例年どおり12月1日に発行いたします。
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図
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膚
慧
毒
蓋
イ
ー

サ
活
勤
前
半
嘉
見
て
～

暑
い
夏
が
過
ぎ
去
り
、
吹
く
風
に
秋

の
気
配
を
感
じ
る
噴
と
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、
今
年
4
月
に
相
模
原
市

も
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
捨
置
区

域
と
な
り
、
そ
の
後
も
度
重
な
る
期
問

延
長
。
さ
ら
に
は
、
8
月
2
日
に
発
令

さ
れ
た
緊
急
事
襲
宣
言
も
9
月
ほ
日
ま

で
延
長
に
な
り
、
貸
室
利
用
は
休
止
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
相

模
原
市
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
各
部
役
員
と
職

員
が
一
丸
と
な
り
公
民
館
活
動
を
進
め

て
来
ま
し
た
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
5
月
2
9
日
に
予
定
し
た
ホ
タ
ル

観
察
会
は
、
青
少
年
部
と
協
議
の
末
6

月
5
日
に
延
期
し
ま
し
た
が
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
捨
置
が
期
間
延
長
に
な
り

公
民
館
の
夜
間
利
用
は
引
き
続
き
午
後

8
時
ま
で
に
な
る
こ
と
か
ら
あ
え
な
く

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
中
止
に
す

る
の
で
は
な
く
事
前
に
準
備
し
て
い
た

ホ
タ
ル
観
察
の
資
料
を
無
駄
に
す
る
こ

と
な
く
、
何
と
か
地
域
の
人
た
ち
に
情

報
を
伝
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
の
情
報
発
信
や

ト
ピ
ッ
ク
ス
に
記
載
さ
れ
て
い
る
フ
ォ

ロ
ー
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
た
だ
、
こ
の
鮨
報
を
皆
様
が
ご

覧
に
な
る
頃
に
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
誠
）

◇
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
お
け
る

公
民
館
の
対
応
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
貸
室
利
用
は
休
止
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

さ
ら
に
状
況
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
公

民
館
窓
口
、
掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
利
用
着
想
教
会
に
つ
い
て

令
和
3
年
度
第
1
回
利
用
者
懇
談
会
を
6
月

2
7
日
（
旦
に
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
の

た
め
2
都
制
に
し
、
公
民
館
の
利
用
や
事
業
予

定
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
利
用
方
法
の
変

更
点
、
注
意
事
項
等
を
お
伝
え
し
参
加
者
か
ら

も
多
く
の
質
問
や
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
ホ
タ
ル
観
察
会
に
つ
い
て

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
期
間
延
長
に
な

り
ホ
タ
ル
観
察
会
を
中
止
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
講
師
の
浅
原
米
子
さ
ん
が
作
成
し
た
ホ
タ

ル
の
一
生
や
生
息
場
所
の
資
料
を
、
公
民
館
窓

口
に
配
架
し
希
望
者
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

◇
地
域
の
催
し
に
つ
い
て

1
0
月
に
開
催
予
定
の
原
詩
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
「
麻
溝
長
寿
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、

麻
満
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催

「
第
3
2
回
麻
溝
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
諸
般
の

状
況
を
考
慮
し
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

（阻）（敷）（堅（計）

感
染
予
防
対
策
軍
部
藁
選
一

中
止
や
発
行
回
数
が
減
る
と
い
う
状

況
の
中
、
増
刊
号
の
発
行
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
、
皆
さ
ん
の
胸
に
届

く
情
報
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。


